
銅製経筒 

複製 

これは仏典を保存するための容器です。本体は 1930年代に平泉金鶏山経塚から

発掘され内部容器として機能しています。研究者はこれのような仏典のための

容器は時が経つに従って作られたと考えています。本体の経筒は東京国立博物

館に所蔵されています。 

 


